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研究成果の概要（和文）：インド・太平洋の温帯～熱帯浅海域に広く分布するフサカサゴ科マダラフサカサゴ属の分類
学的研究を行った．本属は浅海域生態系の中で重要な位置を占めているにもかかわらず，分類学的にきわめて混乱して
おり，これまで正確な同定を行うことが困難であると考えられていた分類群である．本研究では，32名義種がマダラフ
サカサゴ属に帰属することが明らかになった．これら32名義種のタイプ標本および分布域広域から採集された一般標本
を調査・解析したところ，10名義種が有効種であることが分かった．また，本研究の調査によって3未記載種が発見さ
れた．これら13種の地理的変異を把握したうえで形態に基づく検索表を作成した．

研究成果の概要（英文）：  The Indo-Pacific scorpionfish genus Sebastapistes (Scorpaenidae), inhabiting tem
perate to tropical waters, was reviewed taxonomically. Species-level taxonomy of the genus has been obscur
e and it has been very hard to identify species from specimens or photographs.  Examination of literature 
and type specimens of most scorpionfishes during this study showed that 32 nominal species were belonging 
to the genus Sebastapistes.  Ten of the 32 nominal species were revealed to be valid species, the remainin
g species were junior synonyms. In addition, 3 undescribed species of the genus were discovered from Austr
alia, Japan and Moldives.  Key to the species of the 13 species could be provided.
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１．研究開始当初の背景 
 
 フサカサゴ科魚類 Scorpaenidae（一般的に
カサゴの仲間あるいは Scorpionfishes と呼ば
れる）は，全世界の極地を除く全ての海洋お
よび一部の淡水域に広く分布する分類群で
ある．水産上極めて重要であり，地場漁業と
してはハタ科魚類についで高値で取引され
ている．国連食料農業機関の漁業統計による
とフサカサゴ科魚類は，年間 5 万トン以上の
水揚量を誇っている．しかし，分類学的に混
乱していることから種の同定が行えず，各種
の正確な漁獲量すら算出できないのが現状
である．比較的種数の少ない大西洋のフサカ
サゴ科魚類は，カリフォルニア科学アカデミ
ーの William N. Eschmeyer によって分類・整
理された（Eschmeyer, 1969）が，多様性が高
いインド・太平洋生物地理区（南アフリカか
ら日本やオーストラリアを含むポリネシア
およびイースター島までの海域）のフサカサ
ゴ科の包括的な分類学的研究は，ほんの一部
の属を除いてほとんど行われていない． 
 
２．研究の目的 
 
 インド・太平洋の温帯～熱帯浅海域に広く
分布するフサカサゴ科マダラフサカサゴ
Sebastapistes 属の分類学的研究を行う．本属
は浅海域生態系の中で重要な位置を占めて
いるにもかかわらず，分類学的にきわめて混
乱しており，これまで正確な同定を行うこと
が不可能とされていた分類群である．本研究
では，名義種の整理と未記載種の記載を行い，
学名を安定させ，形態から種を正確に同定で
きるよう図付きの検索表を作製することが
目的である． 
 
３．研究の方法 
 
 インド・太平洋域（アフリカ東岸からハワ
イとイースター島まで）広域から採集された
標本（一般標本）の精査を行った．標本は各
国の博物館や大学に所蔵されているものを
借用し，不足分は自らフィールド調査を行い
標本を収集した．標本の調査は，実体顕微鏡
を用いて行い，分類形質となる特徴は描画装
置を用いてスケッチした．また，軟エックス
線写真を撮影し，内部形質の評価も行った．
まず，大量の一般標本を用いた解析で種の特
徴や地理的変異を含む種内変異を把握し，学
名を安定させるために，タイプ標本と照らし
合わせて比較検討した．タイプ標本の貸出を
禁止している研究機関が多いため，各機関を
訪問して直接タイプ標本の計数・計測を行っ
た．主な訪問機関は以下のとおり．
Smithsonian Institute, National Museum of 
Natural History, Washington DC; Muséum 
National d’Histoire Naturelle, Paris; California 
Academy of Sciences, San Francisco; Bishop 
Museum, Honolulu. 

 
４．研究成果 
 
 本研究によって，マダラフサカサゴ属は形
態的に 6 つの類似種群（species complex）で
構成されることが分かった．研究結果は以下
の通りである． 
 
 （1）Sebastapistes strongia complex は涙骨下
縁に 2 棘があり，その後方棘が単尖頭である
こと，額棘がないこと，眼下骨隆起が 1 本で
あること，および口蓋骨がないことなどによ
って特徴付けられる．S. strongia Cuvier in 
Cuvier and Valenciennes, 1829 (タイプ産地：カ
ロライン諸島)は最も古い本属の名義種であ
り，インド・太平洋広域に分布する有効種で
ある．原記載やタイプ標本の調査から次の 9
名義種が S. strongia の新参シノニムであるこ
と が 明 ら か に な っ た [Scorpaena laniaria 
Cuvier in Cuvier and Valenciennes, 1829 (マリ
アナ諸島)，Scorpaena longicornis Playfair in 
Playfair and Günther 1867 (タンザニア )，
Scorpaena tristis Klunzinger, 1870 (エジプト)，
Scorpaena nuchalis Günther, 1874 (クック諸島)，
Scorpaena bakeri Seale, 1901 (マリアナ諸島)，
Sebastapistes nivifer Jordan and Seale, 1905 (フ
ィリピン)，Sebastapistes laotale Jordan and 
Seale, 1906 (西サモア)，Kantapus oglinus Smith, 
1947 (モザンビーク )，Scorpaena lineagula 
Fowler, 1955 ( フ ィ ジ ー )] ． Sebastapistes 
strongia complex には S. strongia の他に
Scorpaena taeniophrys Fowler, 1943 (フィリピ
ン)と Sebastapistes galactacma Jenkins, 1903 
(ハワイ)の 2 名義種が有効種として含まれる
ことが分かった．また，S. taeniophrys は本属
魚類の中で唯一砂泥底に生息しており，その
生態の特異性が初めて明らかになった．一方，
S. galactacma は西太平洋に広く分布している
と考えられていたが，本種はハワイ諸島固有
の種であり，西太平洋から本種として報告さ
れていた個体は再調査の結果，別の種である
ことが分かった． 
 
 （2）5 類似種群（S. coniorta species complex，
S. cyanostigma species complex ， S. fowleri 
species complex，S. mauritiana species complex，
S. pascuensis species complex）はそれぞれ有効
種 1～2 種で構成され S. strongia species 
complex と比べると比較的小規模な種群であ
る．本研究の結果，最も名義種が多い S. 
cyanostigma species complex は 1 有効種で
Scorpaena albobrunnea Günther, 1874 ，
Scorpaena kowiensis Smith, 1935，Scorpaena 
aqabae Fowler and Steinitz, 1956 の 3 名義種が
新参シノニムであることが明らかになった．
残りの類似種群における本研究で認められ
た有効種は以下のとおり． Sebastapistes 
ballieui (Sauvage in Vaillant and Sauvage, 1875)
（Sebastapistes corallicola Jenkins, 1903は新参
シノニム）；S. coniorta Jenkins, 1903；S. fowleri 



(Pietschmann, 1934)（Sebastapistes badiorufus 
Herre, 1935 と Sebastapistes hassi Klausewitz, 
1970は新参シノニム）；S. mauritiana (Cuvier in 
Cuvier and Valenciennes, 1829) （ Scorpaena 
megastoma Sauvage, 1878 と Scorpaena 
hatizyoensis Matsubara, 1943 は新参シノニ
ム）； S. pascuensis (Eschmeyer and Allen, 
1971)；S. tinkhami (Fowler, 1946)． 
 
 （3）Sebastapistes strongia complex には 3
有効種が含まれることが明らかになったが，
本研究ではさらにオーストラリア，日本，モ
ルディブから採集されたそれぞれ 1 種ずつが
S. strongia complex に含まれる未記載種であ
ることが明らかになった． 
 
 本研究によって，インド・太平洋域におけ
るマダラフサカサゴ属の種レベルの分類学
的再検討から，各種の地理的変異，成長によ
る形態変化，性的二型，および分布域も明ら
かにすることができた．研究の過程で得られ
た新知見は随時論文として公表しているが，
研究成果が予想を上回るほど多岐に渡って
いるため，全ての成果について雑誌に掲載し，
学名を安定させるためにはもう少し時間が
かかると思われる． 
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